
c o n t e n t s

表紙の写真 ガラス技術

　平成24年度を振り返って

　平成24年度を振り返って思うことは、平成23年10
月に旧西が丘本部から移転した新本部の成果が出た年
であったことです。
　センター全体で２割程度の利用が増えたこと、そして
10月にスタートした中小企業海外展開支援サービスが
軌道に乗ったことが、その現れであると思います。中小
企業の皆さまの積極的なご利用に感謝申し上げます。
　ご利用が増えた背景には、平成23年度以来、力を入れ
ている広報によるところが大きいと思います。マスメ
ディアを利用したり、分かりやすく漫画で説明するパン
フレットを作成して配付したり、「鉄腕アトム」でおなじ
みのキャラクターを起用したりしたことで、中小企業に
都産技研が新しくなったことが伝わったのではないで
しょうか。ちなみに、4年に一度、無作為に選んだ1万社
の中小企業に手紙を出して、都産技研の認知度調査を実
施していますが、平成20年度は33％だった認知度が、

都産技研では、公設試験研究機関とし
ては関東唯一を誇るガラス技術を保
有しています。
ガラスの破損事故解析から成分分析、
表面観察、異物分析、熱分析など、あら
ゆる角度から幅広く技術支援を行い、
より良い製品づくりへのサポートを
行っています。
ガラス製品の評価やガラスの破損事故
解析を行う際に使うのが「ひずみ計」。表
紙の写真は、この装置を使ってガラスブ
ロックのひずみを観察したところです。
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製品化事例に関するお問い合わせはこちらまで

24年度は42％で、10％近くもアップしているという
結果が出ました。
　さらに、この成果は、職員の努力があってこそとも
思っています。新本部は設備も充実し、依頼試験、機器利
用も大きく伸びていますが、どんなに良い設備があって
も、使いこなせなくては意味がありません。職員が企業
の依頼に応えた試験を丁寧に行うとともに積極的なPR
をしてくれた成果でもあります。この場を借りて、職員
の皆さんにも感謝したいと思います。

　開発型中小企業支援を具体化する年度に

　平成24年度の成果を、今年度に結びつけていくため
に、新本部の目玉設備である３つのセクターをさらに充
実したものにしたいと考えています。セクターを、新しい
産業を起こす開発型中小企業支援に活用することで、目
に見える成果につなげていきたいと思います。
　また、研究開発も、環境・省エネ、EMC・半導体、メカト

ロニクス、バイオ応用の4つの分野に注力してい
きます。平成23年～27年の第二期中期計画にお
ける重点研究分野であり、3年目にあたる今年度
は、その成果を中小企業へ応用展開していきたい
と思います。
　また、輸出製品技術支援センター（MTEP）の事
業を拡大することで、開発型中小企業の海外展開
支援も強化する予定です。

　平成25年度に向けての経営方針

　今年度の経営方針として、3つの柱があります。
　一つ目は、研究開発の成果展開です。研究テー
マは約100件あり、そのうち、環境・省エネ、
EMC・半導体、メカトロニクス、バイオ応用の重点
4分野が約40％を占めています。この分野の成果
展開が大変重要となります。
　二つ目は、セクターの利用を伸ばし、新産業育
成に貢献することです。セクターの持つ高度な先
端機器を、昨年以上に中小企業に活用していただ
く予定です。
　三つ目は、依頼試験を充実させることです。照
明や音響など、日本中で都産技研でしかやってい
ない、都産技研ならではの7分野の試験をブラン
ド試験と呼んでいますが、これらを一層充実させるとと
もに、ブランド試験の数ももっと増やしてまいります。
目標としては10分野を目指しています。

　新しい技術に対応した環境づくり

　また、今後「3Ｄデジタルものづくり」に力を入れてい
きたいと考えています。
　日本のものづくりのキーテクノロジーは金型であり、
その技術は世界でもトップクラスで、日本の武器でもあ
りました。しかし、このほど米国を中心に金型を介さず、
3Ｄでデザインしたものをそのまま製品化するという
技術への取り組みが進んでいます。
　つくれるものはまだ限定されていますが、これは金型で
ものづくりをしてきたわが国にとって大きな脅威です。
　そこで都産技研が構想しているのが、「3Dデジタルプ
ロダクトイノベーション環境」です。米国等に先んじて、
3Dデジタルデータから直接ものづくりのできる環境を
つくりたいと思っています。そのための設備を都産技研
としても充実してまいります。
　中小企業の中には、3Ｄのソフトウェアを用いた設計

は難しいと感じていらっしゃる方もあるかと思います
が、競争力を高めるには避けて通れない課題です。中小
企業の皆さまの積極的な取り組みに期待しています。

　中小企業の皆さまへ

　さて、今、中小企業の皆さまに申し上げたいことは、海
外にも是非目を向けていただきたいということです。今
後、人口減少が続く中、国内だけで製造・販売をしていく
ことは難しくなるでしょう。ものをつくる段階から、海
外にも販売することを考慮して事業を進めることが、日
本の製造業を守り、成長させていくことにもなると思い
ます。
　その際、海外の製品規格をクリアすることが重要とな
りますが、都産技研には国際規格対応支援を行う、輸出
製品技術支援センター（MTEP）がありますので、ぜひ活
用していただきたいと思います。
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後、人口減少が続く中、国内だけで製造・販売をしていく
ことは難しくなるでしょう。ものをつくる段階から、海
外にも販売することを考慮して事業を進めることが、日
本の製造業を守り、成長させていくことにもなると思い
ます。
　その際、海外の製品規格をクリアすることが重要とな
りますが、都産技研には国際規格対応支援を行う、輸出
製品技術支援センター（MTEP）がありますので、ぜひ活
用していただきたいと思います。

新本部での成果を生かし
時代を見すえた
新産業育成に活用

■ 理事長メッセージ

平成 25 年度のスタートに当たって
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地方独立行政法人 東京都立産業技術研究センター
理事長 片岡 正俊
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